
1985年出上の木簡

査
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
弥
生
土
器

・
土
師
器

。
須
恵
器

。
瓦
器
な
ど
の

ほ
か
、
平
安
時
代
後
期
以
降
の
屋
瓦
片
が
多
数
出
上
し
た
。
遺
構
と
し
て
は
、

柱
穴

。
井
戸

。
小
溝
の
ほ
か
調
査
地
南
端
で
は
、

ロ
ス
ト
ル
式
の
瓦
窯
も
二
基

検
出
さ
れ
、
寺
院
跡
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
木
簡
が
出
上
し
た
の
は
、

杉
と
思
わ
れ
る
針
棄
樹
の
板
を
組
み
合
わ
せ
た
円
形
の
井
戸
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
井
戸
は
、
板
と
板
と
を
接
合
す
る
の
に
竹
の
目
釘
が
使
わ
れ
て
い
る
。
井
戸

内
か
ら
は
中

ｏ
近
世
の
屋
瓦
類
や
牛
の
ツ
メ
切
り
に
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

小
型
鎌
が
出
上
し
て
い
る
。

３
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

①
　
。
「
ｏ
泉
錦

×

〔泉
錦
ヵ
〕

名

ｏ
□
□

×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（霞
Ｙ
∞ァ
ヽ
忌

（穿
孔
）

材
質
は
針
葉
樹
で
あ
る
。
上
部
に
小
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
付
札

の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

「
泉
錦
」
が
何
を
意
味
す
る
の

か
明
ら
か
で
な
い
。

９
　
関
係
文
献

大
阪
府
立
泉
北
考
古
資
料
館

『記
さ
れ
た
世
界
』
盆

九
八
四
年
）（近
藤
利
由
）

ほ

づ
み

大
阪
・穏
積
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
府
豊
中
市
服
部
南
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
五
年

（昭
６０
）
七
月
？
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
豊
中
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
田
上
雅
則

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
後
期
を
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

穂
積
遺
跡
は
、
猪
名
川
、
天
竺
川
、
神
崎
川
な
ど
の
大
小
河
川
に
よ
っ
て
形

成
さ
れ
た
沖
積
平
野
に
立
地
す
る
、
弥
生
時
代
後
期
か
ら
室
町
時
代
に
亘
る
複

合
遺
跡
で
あ
る
。
周
辺
に
は
勝

部
遺
跡
、
日
能
遺
跡
、
庄
内
遺

跡
な
ど
学
史
的
に
も
著
名
な
遺

跡
が
点
在
し
、
ま
た
、
大
阪
府

指
定
史
跡
の
春
日
大
社
南
郷
目

邸

代
今
西
氏
屋
敷
に
所
蔵
さ
れ
る

剛
　
『今
西
家
文
書
』
よ
り
、
摂
関

欲

家
領
垂
水
西
牧
榎
坂
郷
に
含
ま

れ
る
事
が
判
明
し
て
お
り
、
考



古
学
と
文
献
と
を
対
比
す
る
上
で
も
、
非
常
に
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

当
遺
跡
は
、
昭
和
初
年
に
地
元
の
住
民
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
戦
前
に
は
弥

生
時
代
後
期
の
上
器
を
、
こ
の
遺
跡
名
に
因
ん
で

「穂
積
式
」
と
称
し
、
畿
内

の
後
期
弥
生
土
器
を
指
す
も
の
と
し
て
広
く
使
用
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
学
界
で

も
著
名
な
遺
跡
と
な
っ
た
。
し
か
し
発
見
以
来
本
格
的
な
調
査
も
さ
れ
ず
、
遺

跡
の
実
体
が
不
明
の
ま
ま
五
〇
年
余
り
も
経
過
し
た
。

近
年
に
至
っ
て
、
数
回
の
調
査
が
実
施
さ
れ
、
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
前

期
の
良
好
な

一
括
出
土
土
器
群
や
、
桜
井
谷
編
年
Ｉ
卜
２
の
須
恵
器
を
伴
う
径

一
八
ｍ
の
削
平
さ
れ
た
円
墳
、
鎌
倉
時
代
の
掘
立
柱
住
居
跡
、
井
戸
、
条
里
制

の
坪
境
と
考
え
ら
れ
る
溝
を
検
出
し
て
い
る
。

一
九
八
五
年
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
伴
う
調
査
に
お
い
て
、
鎌
倉
時
代
の
曲

物
を
転
用
し
た
井
戸
、
掘
立
柱
住
居
跡
、
溝
を
検
出
し
た
。
溝
は
東
西
に
走
行

し
、
幅
二
ｍ
、
深
さ
五
〇
帥
を
測
り
、
堆
積
埋
土
よ
り
流
水
路
と
考
え
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。
木
簡
は
こ
の
溝
よ
り
出
上
し
、　
一
四
世
紀
初
頭
に
比
定
さ
れ
る

瓦
器
塊
、
土
師
器
皿
が
共
伴
し
た
。

８
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

①
　
。
□
□
日
国
　
　
ゑ

□
日
日
日
□
□
□

□
□

　

　

　

□
」

上
部
、
側
辺
を
欠
損
し
て
い
る
。
判
読
で
き
る
文
字
は

「
ぬ
」
だ
け
で
あ
る

が
、
左
右
の
最
初
の
字
形
が
類
似
し
て
い
る
た
め
、
同
じ
文
章
が
数
行
記
さ
れ

て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
尚
、
裏
面
に
も
墨
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
が
、

文
宇
で
あ
る
か
否
か
は
判
断
で
き
な
い
。

（田
上
雅
則
）

□□□

□匡コ

□□

横
書

（〇〇
）
×
（］Φ
）
×
的　
　
〇
∞
μ
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